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と
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の
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Ⅰ
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Ⅱ
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の
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Ⅳ
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発
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人
体
解
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実
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生
化
学
実
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生
物
化
学
統
合
Ｔ
Ｂ
Ｌ

人
文
・
社
会
系
選
択
科
目

基
礎
物
理
学

基
礎
生
物
学

基
礎
化
学

地
域
医
療
特
別
演
習
Ⅰ

社会福祉 0 0 0 1 c

安心な社会と医療 0 0 0 1 c

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 0 0 0

予防医学と健康増進 0 0 0 3 c c c

プライマリケア 0 0 0 1 c

語学力 0 0 0 5 c c c c c

国際保健 0 0 0 1 c

幅広い教養 0 0 1 8 c c c c c c b c c

社会と医療 0 0 0 4 c c c c

健康社会の推進 0 0 0 4 c c c c

医療の均てん化 0 0 0 1 c

職責の自覚（プロフェッショナ
リズム）

0 0 0 6 c c c c c c

帰属意識 0 0 0 3 c c c

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 0 0 3 c c c

人生の最終段階における医

療
0 0 0 2 c c

多様性の理解 0 0 0 14 c c c c c c c c c c c c c c

チーム医療（多職種連携） 0 0 0 3 c c c

コミュニケーション能力 0 0 0 11 c c c c c c c c c c c

ハンディキャップ 0 0 0 3 c c c

患者の痛み 0 0 0 5 c c c c c

科学的探究心 0 0 0 11 c c c c c c c c c c c

生涯学修 0 0 1 26 c c c c b c c c c c c c c c c c c c c c c c c c c c c

教育能力 0 0 1 24 c c c c c c c b c c c c c c c c c c c c c c c c c

臨床推論 0 0 0 1 c

問題解決能力、ICT活用 0 0 3 6 c c c b b c c c b

基本的な診察法 0 0 0 0

医療技術・検査 0 0 1 3 c b c c

救命救急 0 0 0 0

医療安全 0 0 0 0

人体の構造・機能 0 0 1 16 c b c c c c c c c c c c c c c c c

原因・病態 0 0 0 7 c c c c c c c

診断・治療 0 0 0 2 c c

良質で安全な医療の実践のために、
医師としての基本的な知識がある。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることが
できる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての
人々と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取
り組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり
研鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維
持できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端
的な情報・科学技術を活用すること
で、医療および医学研究を最適化する
能力がある。

修得した医療の基本的な技能を活用
でき、救急や危機管理を行う能力があ
る。

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第１学年次　

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地
域医療および予防医学に基づいた行
動ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

本学への帰属意識を持ち、医師の職
責に基づいて行動できる。
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チ
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ム
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地
域
医
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特
別
演
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Ⅱ

社会福祉 0 1 1 1 c a b

安心な社会と医療 0 1 0 1 c a

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 0 2 1 c b b

予防医学と健康増進 0 0 1 1 c b

プライマリケア 0 0 1 0 b

語学力 0 0 2 1 b b c

国際保健 0 0 0 2 c c

幅広い教養 0 1 0 3 c c c a

社会と医療 0 0 1 2 c b c

健康社会の推進 0 0 1 1 c b

医療の均てん化 0 0 2 0 b b

職責の自覚（プロフェッショナ
リズム）

0 0 1 5 c c c c b c

帰属意識 0 0 1 1 c b

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 1 0 2 c c a

人生の最終段階における医

療
0 1 0 0 a

多様性の理解 0 1 0 3 c c a c

チーム医療（多職種連携） 0 1 0 2 c a c

コミュニケーション能力 0 0 1 3 c c b c

ハンディキャップ 0 0 1 2 c b c

患者の痛み 0 0 1 2 c b c

科学的探究心 0 0 2 6 b c c c c c c b

生涯学修 0 1 1 8 c c c c c c c c b a

教育能力 0 0 2 8 c c c c c c b b c c

臨床推論 0 0 2 1 c b b

問題解決能力、ICT活用 0 0 3 4 c b c b b c c

基本的な診察法 0 0 1 1 c b

医療技術・検査 0 0 1 4 c c c c b

救命救急 0 0 1 0 b

医療安全 0 1 1 1 b a c

人体の構造・機能 0 0 4 9 c c b c c c c c c b b b c

原因・病態 0 0 4 10 c c b c c c c c c c c b b b

診断・治療 0 0 4 9 c c b c c c c c c c b b b

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第２学年次

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地
域医療および予防医学に基づいた行
動ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

修得した医療の基本的な技能を活用
でき、救急や危機管理を行う能力があ
る。

良質で安全な医療の実践のために、
医師としての基本的な知識がある。

本学への帰属意識を持ち、医師の職
責に基づいて行動できる。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることがで
きる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての人々
と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取
り組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり
研鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維
持できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端的
な情報・科学技術を活用することで、
医療および医学研究を最適化する能
力がある。
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ニ
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ル
教
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地
域
医
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特
別
演
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Ⅲ

社会福祉 0 4 7 1 a a b a b c b b b b a b

安心な社会と医療 0 3 7 1 b b a b c b b b b a a

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 1 7 1 b b a c b b b b b

予防医学と健康増進 1 2 8 3 c c s b a b b a b c b b b b

プライマリケア 0 3 5 4 c c c a b a b c b b a b

語学力 0 1 9 2 b b a b b b c b c b b b

国際保健 0 0 6 2 c b b b c b b b

幅広い教養 0 4 4 1 a a b a c b b b a

社会と医療 0 2 9 3 c c b a b b a c b b b b b b

健康社会の推進 0 0 10 3 c b c b b b c b b b b b b

医療の均てん化 0 0 5 2 c b b c b b b

職責の自覚（プロフェッショナ
リズム）

0 4 9 1 b b a a b b a c b b b b a b

帰属意識 0 1 6 1 b b b a c b b b

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 2 7 2 b b c b b a c b b b a

人生の最終段階における医

療
0 2 7 2 b b c b a c b b b b a

多様性の理解 0 3 5 4 c b c b a c b b c b a a

チーム医療（多職種連携） 0 2 7 5 c b b b b a c b c b c c b a

コミュニケーション能力 0 1 7 4 c b c b b a c b b c b b

ハンディキャップ 0 0 8 2 b b b b b c b c b b

患者の痛み 0 0 9 3 b c b b b b b c b c b b

科学的探究心 0 1 8 2 b b a b b b b c b c b

生涯学修 0 1 10 2 b b b b b b b c b b c b a

教育能力 0 0 9 3 b c b b b b b c b b c b

臨床推論 0 1 12 3 c b a b b b b b b c b c b b b b

問題解決能力、ICT活用 0 0 9 3 c c b b b b b c b b b b

基本的な診察法 0 5 9 1 a a b b b a b c b b b b a b a

医療技術・検査 0 2 13 1 b a b b b b b a b b c b b b b b

救命救急 0 3 5 2 a b b b a c b c b a

医療安全 0 4 10 2 c b a b b b b a b c b b b b a a

人体の構造・機能 0 3 16 2 c a a b a b b b b b b c b b b b b b b b b

原因・病態 0 2 16 1 a a b b b b b b b b c b b b b b b b b

診断・治療 0 3 14 2 a a b b b b b b c b c b b b b b b b a

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第３学年次

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地域
医療および予防医学に基づいた行動
ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

修得した医療の基本的な技能を活用
でき、救急や危機管理を行う能力があ
る。

良質で安全な医療の実践のために、
医師としての基本的な知識がある。

本学への帰属意識を持ち、医師の職
責に基づいて行動できる。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることがで
きる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての人々
と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取
り組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり研
鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維持
できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端的
な情報・科学技術を活用することで、医
療および医学研究を最適化する能力
がある。
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地
域
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社会福祉 0 1 5 2 b c b b b b a c

安心な社会と医療 0 1 4 0 b b b b a

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 0 4 1 b b b b c

予防医学と健康増進 1 0 3 2 c s b b b c

プライマリケア 0 2 1 2 c b a a c

語学力 0 1 5 1 b b c b b b a

国際保健 0 0 2 1 c b b

幅広い教養 0 2 3 1 b a b b a c

社会と医療 0 0 7 1 b c b b b b b b

健康社会の推進 0 0 6 2 b c b b b b b c

医療の均てん化 0 0 1 1 b c

職責の自覚（プロフェッショナ
リズム）

0 2 8 0 b b b b b a b b b a

帰属意識 0 0 4 1 b b b b c

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 0 6 1 b b b b b b c

人生の最終段階における医

療
0 0 5 0 b b b b b

多様性の理解 0 1 6 3 c b b b b c b b a c

チーム医療（多職種連携） 0 0 7 2 b c b b b b b b c

コミュニケーション能力 0 1 7 2 b b c b b b b b a c

ハンディキャップ 0 0 3 1 c b b b

患者の痛み 0 1 3 2 a c b b b c

科学的探究心 0 1 2 2 a c c b b

生涯学修 0 0 6 2 b b c b b b b c

教育能力 0 1 5 1 b b c b b b a

臨床推論 0 0 6 0 b b b b b b

問題解決能力、ICT活用 0 0 6 0 b b b b b b

基本的な診察法 0 2 4 1 b b b a b a c

医療技術・検査 0 0 4 1 b b b b c

救命救急 0 1 1 2 c b a c

医療安全 0 2 3 1 b b b a a c

人体の構造・機能 0 0 10 0 b b b b b b b b b b

原因・病態 0 0 9 1 b b b b b b b b b c

診断・治療 0 2 7 1 b b b b b b a b a c

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第４学年次

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地
域医療および予防医学に基づいた行
動ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

修得した医療の基本的な技能を活用
でき、救急や危機管理を行う能力があ
る。

良質で安全な医療の実践のために、
医師としての基本的な知識がある。

本学への帰属意識を持ち、医師の職
責に基づいて行動できる。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることがで
きる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての人々
と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取
り組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり
研鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維
持できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端的
な情報・科学技術を活用することで、
医療および医学研究を最適化する能
力がある。
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レ
ベ
ル
S

レ
ベ
ル
A

レ
ベ
ル
B

レ
ベ
ル
C

臨
 
床
 
実
 
習

選
 
択
 
型
 
臨
 
床
 
実
 
習

社会福祉 0 2 0 0 a a

安心な社会と医療 0 2 0 0 a a

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 1 1 0 b a

予防医学と健康増進 0 2 0 0 a a

プライマリケア 0 2 0 0 a a

語学力 0 1 1 0 b a

国際保健 0 1 1 0 b a

幅広い教養 0 2 0 0 a a

社会と医療 0 2 0 0 a a

健康社会の推進 1 1 0 0 s a

医療の均てん化 1 1 0 0 s a

職責の自覚（プロフェッショナリ
ズム）

1 1 0 0 s a

帰属意識 0 1 1 0 b a

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 2 0 0 a a

人生の最終段階における医療 0 2 0 0 a a

多様性の理解 0 2 0 0 a a

チーム医療（多職種連携） 0 2 0 0 a a

コミュニケーション能力 0 2 0 0 a a

ハンディキャップ 1 1 0 0 s a

患者の痛み 0 2 0 0 a a

科学的探究心 0 1 1 0 b a

生涯学修 0 2 0 0 a a

教育能力 0 1 1 0 b a

臨床推論 0 1 1 0 b a

問題解決能力、ICT活用 0 2 0 0 a a

基本的な診察法 1 1 0 0 s a

医療技術・検査 0 2 0 0 a a

救命救急 0 1 1 0 b a

医療安全 0 1 1 0 b a

人体の構造・機能 0 2 0 0 a a

原因・病態 0 2 0 0 a a

診断・治療 0 2 0 0 a a

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第５学年次

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地域
医療および予防医学に基づいた行動
ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

修得した医療の基本的な技能を活用で
き、救急や危機管理を行う能力があ
る。

良質で安全な医療の実践のために、医
師としての基本的な知識がある。

本学への帰属意識を持ち、医師の職責
に基づいて行動できる。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることがで
きる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての人々
と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取り
組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり研
鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維持
できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端的
な情報・科学技術を活用することで、医
療および医学研究を最適化する能力が
ある。
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由
 
選
 
択
 
実
 
習

臓
 
器
 
別
 
特
 
別
 
演
 
習

社会福祉 0 1 0 0 a

安心な社会と医療 0 1 0 0 a

地域医療(兵庫県の医療を含
む）

0 1 0 0 a

予防医学と健康増進 0 1 0 0 a

プライマリケア 0 1 0 0 a

語学力 0 1 0 0 a

国際保健 0 1 0 0 a

幅広い教養 0 1 0 0 a

社会と医療 0 1 0 0 a

健康社会の推進 0 1 0 0 a

医療の均てん化 0 1 0 0 a

職責の自覚（プロフェッショナ
リズム）

0 1 0 0 a

帰属意識 0 1 0 0 a

生命倫理、患者の権利と生命
の尊厳

0 1 0 0 a

人生の最終段階における医

療
0 1 0 0 a

多様性の理解 0 1 0 0 a

チーム医療（多職種連携） 0 1 0 0 a

コミュニケーション能力 0 1 0 0 a

ハンディキャップ 0 1 0 0 a

患者の痛み 0 1 0 0 a

科学的探究心 0 1 0 0 a

生涯学修 0 1 0 0 a

教育能力 1 1 0 0 a s

臨床推論 0 1 0 0 a

問題解決能力、ICT活用 0 1 0 0 a

基本的な診察法 0 1 0 0 a

医療技術・検査 0 1 0 0 a

救命救急 0 1 0 0 a

医療安全 0 1 0 0 a

人体の構造・機能 1 1 0 0 a s

原因・病態 1 1 0 0 a s

診断・治療 1 1 0 0 a s

2026年度　学修成果と授業科目の関連　第６学年次

医師としての使命感を持って、保健衛
生や社会福祉の向上に自律的に関与
できる。

兵庫県の多様な地域性を理解し、地
域医療および予防医学に基づいた行
動ができる。

修得した国際性と語学力を活用し、国
際保健に積極的に関与できる。

社会の仕組みと動静を理解し、支援扶
助と社会の発展のために行動できる。

修得した医療の基本的な技能を活用
でき、救急や危機管理を行う能力があ
る。

良質で安全な医療の実践のために、
医師としての基本的な知識がある。

本学への帰属意識を持ち、医師の職
責に基づいて行動できる。

生命の尊厳と医療倫理を遵守し、患者
や生活者の視点で権利を守ることがで
きる。

コミュニケーション能力を活用して信頼
関係を築き、医療に携わる全ての人々
と協調・協働することができる。

患者や生活者の心身の苦痛について
理解・共感し、医療に関わる問題に取
り組むことができる。

科学的探求心を持って生涯にわたり
研鑽を続け、他者と共に学ぶ姿勢を維
持できる。

総合的・科学的に課題を捉えて先端的
な情報・科学技術を活用することで、
医療および医学研究を最適化する能
力がある。




